
第Ⅰ章　森林の整備・保全

80－令和６年度森林及び林業の動向 

(山地災害等の発生状況、迅速な対応及び復旧状況) 
気候変動の影響により、短時間強雨の年間発生回数が増加し、線状降水帯の発生等によ

り期間中の総降水量が増加する傾向がみられる。また、このような大雨の激化・頻発化等
により激甚な山地災害が発生している。令和６(2024)年は、令和６年能登半島地震、梅雨
前線による大雨、９月20日からの大雨や台風第10号等により、山地災害等の被害箇所は、
林地荒廃931か所、治山施設
168か所、林道施設等8,963か
所の計10,062か所、被害額は
約1,759億円に及んだ(資料Ⅰ
－27)。 

このような山地災害等の発
生に対し、林野庁では、初動時
の迅速な対応に努めるととも
に、特に大規模な被害が発生
した場合には、国立研究開発
法人宇宙航空研究開発機構
(JAXA)との協定に基づく人工
衛星からの緊急観測結果の被
災県等への提供、ヘリコプ

事例Ⅰ－10 令和６年８月に発生した大雨における北海道の治山施設の
効果 

令和６(2024)年８月27日から９月１日にかけて、台風第10号等の影響により、九州地方
や四国地方等において線状降水帯が発生するなど、全国各地の広い範囲で記録的な大雨と
なり、北海道では12地点で１時間降水量の観測史上１位の値を更新した。 

このような中、北海道厚
あつ

真
ま

町
ちょう

幌内
ほろない

地区では、平成30年北海道胆振東部地震による山地の
荒廃を受けて設置していた治山ダム(令和２(2020)年度完成)が、渓床勾配を緩和していたた
め、今回の大雨により流下した土砂等が渓床に堆積し下流への流出が抑制された結果、当地
区における山地災害による被害を防止した。 

令和２(2020)年度に完成した 
治山ダムによる土砂等の流出抑制効果 

平成30年北海道胆振東部地震による 
山地の荒廃状況 

（北海道厚真町） 

資資料料ⅠⅠ－－2277  山地災害等に伴う被害の推移

注：山地災害(林地荒廃、治山施設)及び林道施設等の被害額及び被害箇
所数。 

資料：林野庁治山課調べ。 
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熊本地震
2,206か所
432億円

九州北部豪雨
2,649か所
352億円

令和２年７月豪雨
10,462か所
956億円
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被害額 被害箇所数（右軸）

紀伊半島豪雨
（台風第12号）
6,099か所
985億円

北海道胆振東部地震
410か所
471億円
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平成30年７月豪雨
12,663か所
1,644億円

令和元年東日本台風
（台風第19号）
12,148か所
717億円

能登半島地震
2,629か所
874億円

東日本大震災
3,365か所
1,650億円
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